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１．はじめに 

 本研究の目的は，電食試験により鉄筋を腐食促進した

RC 供試体に対して分極抵抗の測定を行い，分極抵抗法

により推定した鉄筋の腐食量と実際の腐食量との関係か

ら，分極抵抗に基づく鉄筋の腐食量を推定する方法につ

いての基礎的な検討を行うことである． 

２．実験概要 

２．１ 供試体および電食試験概要 

 供試体概要を図 1 に示す．異形鉄筋（φ13mm）のか

ぶりは 50mm である．供試体の全数は 12 体である．鉄

筋を促進腐食するため，電食試験を採用した．試験状況

を図２に示す．供試体上面に油粘土で土手を作製し，そ

の中に 5%食塩水を染み込ませた脱脂綿を巻き付けた金

属網を設置した．金属網を陰極，鉄筋を陽極とした回路

を形成させ，定電流を通電した．鉄筋の腐食量にバリエ

ーションを設けるため，各供試体の積算電流量をそれぞ

れ変化させた（表1参照）．電食試験終了後，実際の鉄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筋の腐食程度を確認するため，供試体から鉄筋をはつり

出し，除錆を行った上で鉄筋の質量減少率を算出した． 

２．２ 分極抵抗法 

 供試体中の鉄筋の腐食量を推定するため，分極抵抗の

計測を鉄筋直上の供試体中央で行った．計測した分極抵

抗から，ファラデーの第 2 法則に基づき以下の式により

鉄筋の腐食量を推定した． 
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ここで，W ：腐食量(mg)， A ：腐食速度(mdd)， S ：計

測範囲における鉄筋の表面積(dm2)，T ：電食期間(day)，

K ：金属の種類や環境条件に依存する係数（0.026(V)），

ctR ：分極抵抗(Ω·cm2)，α ：電食期間を実期間に換算す

る係数である．なお，α は式(2)により算出した． 
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限界腐食速度自然環境下での鋼材の

電流密度電食において通電した
=       (2) 

ここで，鋼材の限界腐食速度は 8.6(µA/cm2)とした 1）． 

３．実験結果および考察 

 表 1 に実測した鉄筋の質量減少率および分極抵抗の計

測値から式(1)および(2)に基づいて算出した質量減少率を

それぞれ示す．分極抵抗の計測値から推定した鉄筋質量

減少率は，実際の質量減少率よりも小さくなった．これ

は，腐食量推定の際に仮定した「電食期間を実期間に換

算する係数：α 」を，電食期間中一定としたことに起因

している．図３に腐食速度の経時変化の概念図を示す．

鋼材の腐食速度は，通常，ひび割れ発生前では小さく，

ひび割れ発生とともに急激に大きくなる 2）．これに対し

て，電食試験では，通電量を一定としているため腐食速

度も一定となる．したがって，腐食量（腐食速度の時間 

 

供試体 健全 ひび割れ発生前 ひび割れ発生時 ひび割れ発生後 
積算電流量(A•hr) 0 5.0 7.4 12.0 15.0 22.8 26 28.3 32.5 37.7 50.0 50.0
質量減少率(%) 0 0.25 0.54 0.66 0.87 0.94 2.1 1.8 1.9 3.4 3.8 6.7

推定質量減少率(%) 0 0.008 0.033 0.36 0.25 1.2 0.52 2.0 2.7 3.9 0.56 4.2

表 1 積算電流量と実測および分極抵抗法により推定された質量減少率 

キーワード  鉄筋腐食量，腐食速度，電食試験，積算電流量，分極抵抗法 
連絡先    〒565-0871 吹田市山田丘 2-1 Tel 06-6879-7618 
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積分）は，電食による腐食量（図３中の斜線部）と実際

の鋼材の腐食量（図中の黒塗部）は異なる．そこで，こ

の影響を考慮した換算係数を算出するため，分極抵抗の

計測値から算出される腐食速度（ ctRKA 5.2= ）と分極

抵抗から推定される鉄筋質量減少率に対する実際の質量

減少率との比に着目することとした．結果を図４に示す．

図から明らかなとおり，算出した腐食速度が小さいとき

は推定値と実測値との比が非常に大きく，腐食速度が

5(mdd)に達するまでに急激に小さくなる．なお，このと

きの腐食速度はひび割れ発生時の腐食速度であった．そ

の後は，推定値と実測値との比にほとんど変化がないこ

とが確認できる．図４における「腐食速度： A 」と「実

測値/推定値：γ 」との関係は次式の通りである． 

 888.014.390 −= Aγ                  (3) 

 ここで，電食における電流密度は，図３から明らかな

とおり，腐食速度に比例して大きくなる．また，腐食速

度は，かぶりの 2 分の 1 乗に反比例することが知られて

いる 3）．そこで，これらを考慮して式(3)を一般化すると

次式のとおりとなる． 
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ここで，γ ′：分極抵抗から鉄筋の腐食量を算出するため

の係数， A ：分極抵抗の計測値から算出される腐食速度

(mdd)， .corrI ′ ：電食において通電した電流の電流密度

(µA/cm2)， .corrI ：基準となる電流密度(µA/cm2)， c′：鉄

筋のかぶり(mm)， c ：基準となる鉄筋のかぶり(mm)であ 

る． 

４．提案した推定式の検証 

４．１ 実験概要 

 供試体概要を図 5 に示す．鉄筋は D13 を下側（かぶり

43.5mm）に 100mm 間隔で 2 本（R および L）配置した．

鉄筋を促進腐食するため，電食試験を採用した供試体数

は 2 本である．電食試験終了後，分極抵抗による腐食量

の推定を行い，その後，実際の鉄筋の質量減少率を算出

した．なお，分極抵抗の値から腐食量を推定する際は，

式(1)および(4)に基づき，次式を活用した． 

 
ctR

TSKW ⋅⋅′=
5.2γ                (5)  

４．２ 実験結果および考察 

 実測により求めた鉄筋質量減少率および本研究で提案

した推定式(5)から算出した質量減少率を表２に示す．分

極抵抗の計測値から鉄筋の質量減少率を比較的精度よく

推定できていることが確認できる． 

５．まとめ 

 本研究で提案した式(5)により，分極抵抗法による鉄筋

の腐食量を的確に推定できることが明らかとなった． 
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 鉄筋 実測値(%) 推定値(%) 

供試体 A R 0.7 0.9 
L 0.6 0.8 

供試体 B R 11.8 12.3 
L 14.4 13.6 

表 2 実測値と推定値の比較 

図 3 腐食速度の経時変化 
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図 4 分極抵抗の計測値から算出される腐食速度と 

質量減少率の推定値と実測値の比との関係
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